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■ 

13
歳
で
神
の
声
を
聞
き
、
17
歳
で
剣
を

取
っ
て
フ
ラ
ン
ス
国
内
を
駆
け
抜
け
、
19
歳

で
火
刑
台
に
の
ぼ
っ
て
命
を
燃
や
し
た
ジ
ャ

ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
。
フ
ラ
ン
ス
王
家
と
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
王
家
が
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
座
を
争
っ

た
百
年
戦
争
（
１
３
３
７
〜
１
４
５
３
年
）

で
、
フ
ラ
ン
ス
を
勝
利
に
導
い
た
英
雄
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
異
端
者
」
と
し

て
火
あ
ぶ
り
に
処
さ
れ
た
。
今
回
は
、
彼
女

が
悲
劇
的
な
最
期
を
迎
え
た
フ
ラ
ン
ス
・
ノ

ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
の
古
都
、
ル
ー
ア
ン
を

紹
介
し
た
い
。

　

英
仏
海
峡
（English Channel

）
を
挟
ん

で
向
か
い
合
う
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
。
１
０
６
６
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
ー
公
爵
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

を
征
服
し
て
王
位
に
就
い
て
以
降
、
海
峡
沿

い
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
は
両
国
を
つ
な
ぐ
重

要
な
地
域
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
王
家
は
婚
姻
を
重
ね
て
血
縁
関
係
を

深
め
て
い
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
王
位
継
承

を
め
ぐ
る
長
い
争
い
（
百
年
戦
争
）
を
引
き

起
こ
す
要
因
に
な
っ
た
。

　

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
は
１
４
１
２
年
１
月

６
日
、
フ
ラ
ン
ス
北
東
部
の
ド
ン
レ
ミ
村
で

農
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
。
ジ
ャ
ン
ヌ
が

最
初
に
神
の
声
を
聞
い
た
の
は
13
歳
の
夏
で
、

「
行
い
を
良
く
し
、
熱
心
に
教
会
へ
通
い
、
処

女
を
守
り
な
さ
い
」
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た

が
、
や
が
て
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍
を
駆
逐
し
、

ラ
ン
ス
へ
王
太
子
（
後
の
シ
ャ
ル
ル
７
世
）

を
連
れ
て
行
き
戴
冠
さ
せ
よ
」
と
い
う
啓
示

に
変
わ
っ
て
い
く
。
ち
な
み
に
当
時
は
、
王

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
が

 

処
刑
さ
れ
た
町

●
征
く
シ
リ
ー
ズ
●
取
材
・
執
筆
・
写
真
／
本
誌
編
集
部

ル
ー
ア
ン
を
征
く

▲

 

１
４
２
９
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
支
配
図
。
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
軍
（
●
色
）、
フ
ラ
ン
ス
軍
（
●
色
）、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

公
軍
（
●
色
）。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
は
同
盟

を
結
び
、
フ
ラ
ン
ス
王
家
は
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
。

イングランド

ルーアン

オルレアン

ドンレミ村

ランス
パリ

フランス

英仏海峡

シノン
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太
子
の
姉
の
子
で
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ヘ

ン
リ
ー
６
世
が
、
ま
だ
４
〜
５
歳
の
年
齢
で

フ
ラ
ン
ス
王
を
兼
ね
て
い
た
（
下
参
照
）。

　

１
４
２
８
年
、
16
歳
で
村
を
出
た
ジ
ャ
ン

ヌ
は
、
領
主
と
そ
の
従
者
と
と
も
に
、
シ
ノ

ン
に
い
る
王
太
子
の
も
と
へ
向
か
う
。
長
旅

に
備
え
て
髪
を
短
く
切
り
落
と
し
、
身
軽
に

動
け
、
身
の
危
険
も
避
け
ら
れ
る
よ
う
男
装

を
し
て
少
年
の
姿
を
装
っ
た
。
そ
し
て
翌
年

に
王
太
子
と
の
謁
見
を
終
え
る
と
、
甲
冑
を

身
に
ま
と
っ
て
フ
ラ
ン
ス
軍
に
従
軍
。
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
軍
に
包
囲
さ
れ
て
い
た
オ
ル
レ
ア

ン
を
解
放
し
、
ラ
ン
ス
で
フ
ラ
ン
ス
王
シ
ャ

ル
ル
７
世
の
戴
冠
式
を
挙
行
し
た
。
こ
の
と

き
ジ
ャ
ン
ヌ
は
17
歳
。
故
郷
を
発
っ
て
か
ら
、

わ
ず
か
７
ヵ
月
と
い
う
早
業
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
が
彼
女
の
も
っ
と
も
輝
か

し
い
日
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
領
土
を
取
り

返
そ
う
と
進
軍
し
た
も
の
の
苦
し
い
状
態
が

続
き
、
１
４
３
０
年
５
月
、
ジ
ャ
ン
ヌ
は
戦

場
で
馬
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
さ
れ
捕
縛
さ
れ

る
。
幽
閉
先
の
要
塞
か
ら
何
度
も
脱
獄
し
よ

う
と
試
み
る
も
失
敗
し
、
移
送
さ
れ
な
が
ら

最
後
に
送
ら
れ
た
場
所
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

軍
が
支
配
す
る
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
中
心
都

市
、
ル
ー
ア
ン
だ
。

　

ジ
ャ
ン
ヌ
が
ル
ー
ア
ン
で
過
ご
し
た
の
は
、

１
４
３
０
年
12
月
23
日
〜
翌
31
年
５
月
30
日

ま
で
の
５
ヵ
月
間
。
裁
判
や
異
端
審
問
の
と

き
以
外
は
、
ル
ー
ア
ン
城
の
塔
に
幽
閉
さ
れ

て
い
た
。
処
刑
当
日
の
朝
８
時
、
多
く
の
見

物
人
で
ひ
し
め
く
ヴ
ィ
ユ
・
マ
ル
シ
ェ
広
場

に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
兵
に
囲
ま
れ
、
荷
車
に

乗
せ
ら
れ
た
ジ
ャ
ン
ヌ
が
到
着
。
神
か
ら
直

接
使
命
を
与
え
ら
れ
た
と
嘘
の
主
張
を
し
た

こ
と
、
男
装
し
て
性
別
を
偽
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
理
由
に
、
教
会
か
ら
異
端
と
す
る
判

決
が
下
さ
れ
、
火
刑
に
処
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

ル
ー
ア
ン
の
町
を
歩
い
て
み
る
と
、
ノ
ル

マ
ン
デ
ィ
ー
の
古
都
ら
し
い
古
い
木
骨
組
み

の
家
々
が
立
ち
並
び
、
道
は
舗
装
さ
れ
ず
に

石
畳
の
ま
ま
で
、
お
と
ぎ
話
に
出
て
き
そ
う

な
可
愛
ら
し
い
町
だ
っ
た
。
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

大
聖
堂
と
ヴ
ィ
ユ
・
マ
ル
シ
ェ
広
場
を
結
ぶ

大
時
計
通
り
（Rue du Gros H

orloge

）
が

旧
市
街
の
中
心
だ
が
、
駅
か
ら
ジ
ャ
ン
ヌ
ゆ

か
り
の
場
所
を
す
べ
て
歩
い
て
ま
わ
る
こ
と

も
で
き
る
。
パ
リ
か
ら
の
日
帰
り
も
可
能
な

の
で
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
ほ
し
い
。

フランス王
シャルル７世

イングランド王
ヘンリー６世

▲ （写真右から）かつての市場で処刑場としても使用されていたヴィユ・マルシェ広場、ルーアンの名物である大時計のアーチ。

▲ （写真右端から）ルーアン城の一部で唯一当時のまま現存する塔、モネの連作でも知られる大聖堂、ヴィユ・マルシェ広場のジャンヌの火刑台跡に建つ十字架。

イングランド
王家

プランタジネット朝

ランカスター朝

カペー朝

バロア朝

ブルゴーニュ公家

フィリップ３世

フィリップ６世

フィリップ１世

フィリップ３世

シャルル５世

シャルル６世

シャルル７世カトリーヌ

シャルル４世イザベラエドワード２世

エドワード３世

フィリップ４世 シャルル

エドワード１世

フランス
王家

キャサリン
（カトリーヌ）

ヘンリー５世

ヘンリー６世 ※イングランド王
　ヘンリー５世と結婚
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❶ Tour de la Pucelle ／乙女の塔
ジャンヌが幽閉されていたルーアン城（右上図）の
塔は現存しないが、跡地の建物には記念プラークが
飾られている（102 Rue Jeanne d'Arc）。

❷ Tour Jeanne d'Arc／ジャンヌ・ダルクの塔
かつてジャンヌが幽閉されていたと考えられていた
塔（11 ページ写真参照）だが、今は間違いである
ことが判明している。

❸ Musée des Beaux-Arts de Rouen ／
ルーアン美術館
ジャンヌ関連の絵画や彫刻が展示されている部屋が
ある。入館無料なのが嬉しい。

❹ Place du Vieux-Marché ／
ヴィユ・マルシェ広場
火刑台の横に近年建てられた、ジャンヌ・ダル
ク教会。聖書の場面を描き出したステンドグラ
スが美しい。入場無料。十字架の裏の草地に埋
もれるようにして隠れている、処刑跡地の記念
プラークを見逃さないように。

❻ Historial Jeanne d'Arc ／
ジャンヌ・ダルク歴史博物館
ジャンヌの激動の 19 年の生涯を、インタラクティ
ブな映像と音声でたどることができる博物館。映像
をすべて見ると、１時間 30 分ほどかかる。

❼ Cathédrale Notre-Dame de Rouen ／
ノートルダム大聖堂（ルーアン大聖堂）
ノルマンディーで戦死した獅子心王と称される、イ
ングランド王のリチャード１世の心臓が埋葬されて
いる。ジャンヌの礼拝堂もある。

❽ Pont Boieldieu ／ボワルデュー橋
灰になるまで燃やされたジャンヌは、この橋から
セーヌ河へ遺灰が撒かれた。記念プラークがある。

Travel Information
※ 2026 年９月 22 日現在

ルーアン／ Rouen
https://en.visiterouen.com

【 アクセス 】
パリのサン・ラザール駅
から高速列車（SNCF）で
約１時間 30分。

❺ Cimetière Saint-Ouen ／サン・トゥアン修道院の墓地跡
サン・トゥアン修道院の裏に広がっていた墓地で、ジャンヌは公開審問にかけら
れた。見せしめのように造られた火刑台を前に、神からの天啓を偽りと認めて悔
い改めるように迫られ、疲れ果てていたジャンヌは宣誓書に署名してしまった。

ジャンヌ・ダルクの足跡をたどろう！
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